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１.四半期財務情報の作成等に係る事項

　　①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

　　　　・法人税等の計上基準…法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。

　　　　・その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。

　　②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

　　③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無

２. 平成17年3月期第３四半期財務・業績の概況（ 平成16年4月1日  ～  平成16年12月31日 ）

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満の端数切捨て）

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比率であります。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］
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当第３四半期連結会計期間における世界経済は、米国・アジアにおいて景気拡大が継続し、欧州経済は堅調な回復がみ

られました。一方国内経済は輸出産業を中心に回復傾向があるものの、台風・地震等の災害に加え、原油価格の高騰によ

る原材料の値上がりなど生産活動への影響もあり、いまだ厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループの第３四半期売上高につきましては、主力製品の大判フルカラーインクジェットプリン

タが欧米市場を中心として、引き続き堅調に推移したことから、連結売上高は２１６億１２百万円（前年同期比 12.8％増）とな

りました。 

損益面につきましては、国内やアジア市場での競争の激化による低価格化傾向が見られるものの、欧米市場での売上高

増加が寄与したこともあり、営業利益９億８３百万円（前年同期比 71.7％増）、経常利益１０億８８百万円（前年同期比 85.6％

増）、第３四半期純利益６億２３百万円（前年同期比 154.3％増）となりました。 
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(2)財政状態（連結）の変動状況

(3)連結キャッシュ･フローの状況

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

[連結キャッシュフローの状況に関する定性的情報等]

　［ご参考］ 平成17年3月期の連結業績予想（平成16年4月1日～平成17年3月31日）
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通期の業績見通しにつきましては、平成 16 年 11 月 19 日に発表いたしました業績予想を変更しておりません。 

なお、業績予想を見直す必要が生じた場合には速やかに開示する予定です。 

 

総資産は主に売掛債権の増加４億１２百万円、たな卸資産の増加９億４９百万円等により、前連結会計年度末に対し１６

億１百万円増加し、３０１億３４百万円となりました。 
 

第３四半期末の現金及び現金同等物は期首に比べ１億３５百万円減少し、６５億９百万円となりました。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前中間純利益の計上１０億８５百万円等の資金増加要因があったものの、法人税等の支払いによる支

出５億８５百万円、たな卸資産の増加７億４４百万円、売上債権の増加２億８０百万円等の資金減少要因より、１億３２

百万円の支出（前年同期は５億７４百万円の収入）となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

固定資産の取得による支出１億４５百万円等により、２億４百万円の支出（前年同期は９９百万円の支出）となりまし

た。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

長期借入金の返済を推し進めたものの、一時的な短期借入金の増加があり、1億４百万円の収入（前年同期は２億

１百万円の支出）となりました。 
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